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３年ぶりに開催できた自然探険隊

みんなと共に、まえへ前へ！（事務報告） �  ２・３P

浜辺等の環境維持を（一般質問） �  ８P

限られた財源で最大の効果を（監査報告） �  ８P

危険箇所に防護柵の設置を（あれ、どんなっとん！） �  11P

ある日突然「化ける」んです（がんばっりょるで） �  12P
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事　務　報　告（抜粋）

　令和３年度の財政は、依然として公債費が高い水
準で推移していることや社会保障関係費用の自然増、
また既存の公共施設の維持改修や更新費用等により、
大幅な財政不足が懸念されるところであります。
　また、三菱マテリアル株式会社直島製錬所を中心
とした環境産業やエコアイランドなおしまプランの
ソフト事業などの環境活動、ベネッセアートサイト
直島などの文化活動、水産業をはじめ地場産業の育
成など多角的経済基盤の確立を図るとともに、海の
駅「なおしま」を拠点とした観光・商業のさらなる
振興に結びつけ、継続的な交流人口増加の鍵となる
５回目の瀬戸内国際芸術祭開催に向けた体制強化な
ど「みんなと共に、まえへ前へ！」を目標に掲げ、
第４次直島町総合計画を着実に実行するため各種事
業の推進に努力いたしました。
　今後、新型コロナウイルス感染症及び原油価格・
物価高騰による町民生活や町内事業者への影響や国
による経済対策等について十分、注視していく必要
があると考えています。

　令和４年第４回定例会が９月６日から13日までの会期で開催されました。
　令和３年度の事務報告や一般会計・特別会計及び簡易水道事業会計の決算について慎重に審議し、全員賛
成で認定しました。
　職員定数条例の一部改正については審議不十分で、廃案となりました。
　一般質問には１人が町政に対する考えを質問しました。

前へ！
令和３年度　一般会計決算（歳出）

38億8903万円

（９月定例会）

消
防
屯
所
の
建
て
替
え
整
備
は

Q
（
浜
口
）
第
一
分
団

と
第
三
分
団
の
屯
所

は
老
朽
化
し
て
い
る
。
更
新

整
備
の
計
画
は
。

A
（
町
長
）
消
防
団
と

ま
だ
協
議
が
で
き
て

い
な
い
。
協
議
し
て
整
備
を

進
め
た
い
。

植
樹
活
動
と
は

Q
（
山
下
）
植
樹
活
動

実
施
と
あ
る
が
、
内

主
な
質
疑

容
は
。

A
（
町
長
）
エ
コ
ア
イ

ラ
ン
ド
で
製
錬
所
に

委
託
し
、
つ
つ
じ
を
植
え
て

い
る
。町

民
か
ら
の
要
望
は

Q
（
西
岡
）
町
民
か
ら

道
路
整
備
の
要
望
は

あ
っ
た
か
。

A
（
町
長
）
あ
ま
り
要

望
は
な
い
。
舗
装
等

道
路
整
備
は
、
計
画
に
基
づ

い
て
行
な
う
。

増
に
な
っ
た
理
由
は

Q
（
宮
原
）
地
方
交
付

税
が
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
理
由
は
。

A
（
総
務
課
長
）
地
域

デ
ジ
タ
ル
推
進
費
、

消
防
費
、認
定
こ
ど
も
園
費
、

人
口
対
策
費
、
辺
地
対
策
費

な
ど
の
増
加
が
要
因
だ
。

体
育
館
の
空
調
設
置
は

Q
（
小
野
）
将
来
、
学

校
体
育
館
の
空
調
設

置
を
進
め
る
の
か
。

A
（
町
長
）
体
育
館
の

空
調
は
大
型
の
も
の

に
な
る
。設
置
は
先
に
な
る
。

な
ぜ
な
ら
、
先
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山
積

し
て
い
る
か
ら
だ
。

ワ
ク
チ
ン
の
対
象
者
は

Q
（
中
根
）Ｂ
型
肝
炎
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
、
高

齢
者
肺
炎
球
菌
、
子
ど
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
対
象
者
と
、接
種
割
合
は
。

老朽化している消防屯所
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みんなと共に、
まえへ

A
（
健
康
推
進
室
長
）

Ｂ
型
肝
炎
と
お
た
ふ

く
か
ぜ
は
１
歳
以
上
４
歳
未

満
の
子
ど
も
。
高
齢
者
肺
炎

球
菌
は
75
歳
以
上
、
65
歳
と

70
歳
に
な
っ
た
方
、
子
ど
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
18
歳
以

下
の
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
５
歳
以
下
だ
。

　

ま
た
、
接
種
し
た
割
合
で

は
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
が
６

割
。
そ
の
他
は
は
っ
き
り
と

わ
か
ら
な
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の

�
展
開
は

Q
（
宮
原
）
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
の
予
算
執

行
の
展
開
は
。

A
（
教
育
次
長
）
ウ
イ

ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を

小
・
中
学
校
に
導
入
し
た
。

支
援
名
簿
の
共
有
は

Q
（
山
上
）
避
難
行
動

要
支
援
名
簿
の
対
象

者
数
は
。

A
（
健
康
推
進
室
長
）

３
０
０
人
だ
。

Q
（
山
上
）
個
人
情
報

の
関
係
も
あ
る
が
、

名
簿
を
自
治
会
と
共
有
で
き

て
い
る
か
。

A
（
健
康
推
進
室
長
）

自
治
会
と
の
共
有
は

で
き
て
い
な
い
。

Q
（
山
上
）
今
後
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

が
予
想
さ
れ
る
。
自
治
会
と

の
共
有
は
可
能
か
。

A
（
健
康
推
進
室
長
）

名
簿
作
成
す
る
中
で

隣
近
所
の
協
力
の
項
目
が

あ
っ
た
。
そ
れ
を
含
め
て
考

え
て
い
く
。

出
産
奨
励
金
の
増
額
は

Q
（
小
野
）
少
子
化
対

策
の
出
産
奨
励
金
を

増
額
す
る
考
え
は
。

A
（
住
民
福
祉
課
長
）

今
後
、
調
査
し
て
検

討
し
た
い
。

A
（
町
長
）
出
産
奨
励

金
の
名
称
の
変
更
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。

令和３年度直島町一般会計及び特別会計決算一覧表
（単位　千円）

区　分

会計別

歳　　　入 歳　　　出 歳入歳出
差 引 額

Ｂ－Ｄ

歳入予算額に
対する収入率

歳出予算額に
対する執行率

予算残額
Ａ－Ｂ

％
Ｂ÷Ａ

予算残額
Ｃ－Ｄ

％
Ｄ÷Ｃ予算現額Ａ 決算額Ｂ 予算現額Ｃ 決算額Ｄ

一 般 会 計 4,032,520 4,067,180 4,032,520 3,889,029 178,151 △ 34,660 100.9 143,491 96.4 

国民健康保険
事業特別会計 458,244 449,585 548,244 445,521 4,064 8,659 98.1 12,723 97.2 

介護保険事業
特別会計 447,341 447,875 447,341 430,105 17,770 △    534 100.1 17,236 96.1 

診療所事業
特別会計 351,729 358,657 351,729 344,317 14,340 △  6,928 102.0 7,412 97.9 

後期高齢者医療
事業特別会計 64,241 64,572 64,241 63,576 996 △    331 100.5 665 99.0 

下水道事業
特別会計 261,123 257,986 261,123 257,950 36 3,137 98.8 3,173 98.8 

宅地造成事業
特別会計 20,941 23,730 20,941 20,939 2,791 △  2,789 113.3 2 100.0 

総　合　計 5,636,139 5,669,585 5,636,139 5,451,437 218,148 △ 33,446 100.6 184,702 96.7 

※　一般会計については、前年度からの繰越事業費繰越額を含む。
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令和３年度一般会計歳入歳出構成図

歳 入（収入）
40億6718万円

歳 出（支出）
38億8903万円

自主財源
19億8638万円
48.8％

町税
8億7599万円
21.5％ 使用料・手数料

5629万円　
1.4％

分担金・負担金
2167万円　
0.5％

諸収入
2344万円
0.6％

県支出金
8678万円
2.2％

寄附金　
6200万円　
1.5％

町債　
2億8000万円　
6.9％

繰入金
6億5455万円
16.1％

繰越金
2億8617万円　
7.0％

依存財源
20億8080万円
51.2％

財産収入
627万円　
0.2％

地方譲与税等　
1億2717万円　
3.1％

地方交付税
12億7659万円
31.4％

総務費
12億2741万円
31.6％

民生費
5億7471万円
14.8％衛生費

6億8652万円
17.6％

農林水産業費
2617万円
0.7％

土木費
4億7827万円
12.3％

教育費
3億2649万円
8.4％

議会費
5058万円
1.3％

消防費
6331万円
1.6％

公債費
4億586万円
10.4％

（グラフの数字は万円単位にしていますので合計が一致しないことがあります）

積浦集会所等整備工事  1億7277万円
ふるさと納税返礼品 　　1859万円
町営バス運行委託事業等 　　4575万円
焼却施設設備補修工事 　　1689万円
ふるさと海の家改修工事 　　  615万円
町道宮ノ浦１号線舗装工事 　　1064万円
町道宮ノ浦49号線道路改良工事　　784万円
海の駅空調設備更新工事　　　1826万円
直島港本村（－５ｍ）岸壁改修工事  1億4191万円
屏風港４号防波堤改良工事 　　  880万円
内新田団地外壁等改良工事 　　2123万円
本村教職員宿舎改修工事 　　1540万円
中学校竪穴区画改修（第１期）工事 　4400万円

総
総
総
衛
商
土
土
土
土
土
土
教
教

こんな事業に使いました

商工費
4971万円
1.3％

国庫支出金
3億1026万円
7.6％
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（�

）

Q
（
西
岡
）
非
常
備
消

防
費
の
機
械
器
具
購

入
の
内
容
は
。

A
（
総
務
課
長
）
小
型

動
力
ポ
ン
プ
１
台
の

購
入
だ
。

（�

）

Q
（
西
岡
）
小
学
校
管

理
費
で
工
事
請
負
費

の
各
所
改
良
の
内
訳
は
。

A
（
教
育
次
長
）
小
学

校
の
各
所
改
良
は
全

部
で
７
件
だ
。
職
員
室
北
側

サ
ッ
シ
改
良
、
普
通
教
室
北

側
カ
ー
テ
ン
設
置
、
教
室
の

外
壁
塗
装
な
ど
の
工
事
だ
。

（�

）

Q
（
山
上
）
令
和
３
年

度
の
公
債
費
は
４
億

５
８
７
万
円
支
出
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
う
ち
普
通
交
付
税
に

算
入
さ
れ
た
額
は
い
く
ら
か
。

A
（
総
務
課
長
）
２
億

９
６
９
３
万
円
で
、

率
に
し
て
73
・
16
％
に
な
っ

て
い
る
。

令 和 ３ 年 度 決 算〔主な質疑〕

下水道使用料はどうなる
一
般
会
計

（�

）

Q
（
山
上
）
固
定
資
産

税
の
内
訳
と
、
前
年

度
と
対
比
し
て
大
き
な
も
の

と
そ
の
要
因
は
。

A
（
税
務
課
長
）
土
地

が
８
１
９
３
万
円
、

家
屋
１
億
３
２
８
０
万
円
、

償
却
資
産
４
億
15
万
円
で
、

前
年
度
比
０
・
３
％
増
だ
。

　

償
却
資
産
が
大
き
な
割
合

で
、
事
業
者
が
設
備
投
資
を

行
な
っ
た
の
が
主
な
要
因
だ
。

（�

）

Q
（
山
上
）
令
和
３
年

度
か
ら
救
急
患
者
搬

送
業
務
を
玉
野
市
に
事
務
委

託
し
て
い
る
が
、
救
急
搬
送

の
件
数
と
対
応
の
違
い
は
あ

る
か
。

A
（
総
務
課
長
）
玉
野

消
防
へ
の
救
急
要
請

は
42
件
あ
っ
た
。
非
常
に
協

力
的
に
対
応
し
て
く
れ
て
い

る
。

（
診
療
所
事
業
）

（�

）

Q
（
西
岡
）
消
耗
品
費

が
１
２
０
０
万
円
ほ

ど
あ
る
が
、
内
訳
は
。

A
（
診
療
所
事
務
長
）

ガ
ウ
ン
・
手
袋
・
マ

ス
ク
等
で
約
２
１
０
万
円
、

薬
品
が
約
９
５
０
万
円
、
医

療
機
器
用
消
耗
品
が
60
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

（�

）

Q
（
中
根
）
医
師
派
遣

負
担
金
が
１
０
２
万

円
ほ
ど
あ
る
が
、
何
人
の
医

師
が
何
回
来
て
い
る
の
か
。

A
（
診
療
所
事
務
長
）

日
赤
玉
野
分
院
長
に

来
て
も
ら
っ
て
お
り
、
宿
直

が
11
回
、
診
療
が
12
回
と

な
っ
て
い
る
。

（
下
水
道
事
業
）

（�

）

Q
（
浜
口
）
今
後
、
下

水
道
使
用
料
の
収
入

増
は
見
込
め
な
い
と
考
え
る

が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

固
定
資
産
税
の

�

内
訳
は

機
械
器
具
購
入
は

�

何
か

普
通
交
付
税
に

�

算
入
さ
れ
た
額
は

各
所
改
良
の�

内
訳
は

玉
野
市
に
委
託
し
て

浄化センター

特
別
会
計

ど
ん
な
物
を

�

買
っ
た
の
か

医
師
派
遣
負
担
金
の

�

内
容
は

ど
う
す
る
下
水
道
の

�

使
用
料
金

設
備
の
維
持
に
多
額
の
費
用

も
か
か
る
。
玉
野
市
か
ら
購

入
し
て
い
る
水
道
料
金
ア
ッ

プ
の
情
報
も
あ
る
が
、
下
水

道
の
使
用
料
を
検
討
す
る
考

え
は
。

A
（
町
長
）
水
道
の
料

金
が
上
が
る
の
か
な

と
は
思
っ
て
い
る
が
、
水
道

料
金
が
上
が
る
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
れ
に
伴
い
下
水
道
の

使
用
料
を
上
げ
る
か
ど
う
か

は
十
分
に
協
議
、
検
討
し
た

い
。

監
査
報
告
は
８
ペ
ー
ジ
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町長報告

小林町長

玉野市の
状況による

水道料金の
改定は

◦６月12日　金子総務大臣が自治体視察のため来庁
され、議長同席のもと意見交換を行ないました。
◦６月19日　直島コメづくりプロジェクト2022コメ
の体験「田植え」が積浦地区田んぼで開催されま
した。
◦６月24日　直島町戦没者追悼式を挙行しました。
◦６月24日　三菱マテリアル直島生活協同組合第53
回通常総代会に出席しました。
◦７月６日　玉野市・直島町情報交換会が玉野競輪
スタンド棟来賓室で開催され、議長ほかとともに
出席しました。
◦７月12日　ピースロード2022イン香川が表敬訪問
のため来庁されました。
◦７月30日　第39回直島野球交流大会が町民グラン
ドで開催されました。
◦８月１日　福武財団福武總一郎理事長が表敬訪問
のため来庁されました。
◦８月４日　瀬戸内「中村由信と直島どんぐりクラ
ブ」先行展示会がギャラリー六区で開催され、挨
拶を行ないました。
◦８月６日　瀬戸内国際芸術祭2022夏会期オープニ
ングイベントとして海の駅でグッズの配布を行な
い、来島者のお出迎えしました。
◦８月20日　「直島の火まつり」が３年ぶりに琴反地
海岸で開催されました。

（主なもの）
金
子
総
務
大
臣
が
来
庁

Q
（
宮
原
）
直
島
へ
の

来
町
目
的
は
。
他
の

自
治
体
へ
の
訪
問
は
。

A
（
町
長
）
自
治
体
視

察
の
一
環
で
来
町
さ

れ
た
。
小
豆
島
に
は
訪
問
し

た
と
聞
い
て
い
る
。

水
道
料
金
の
改
定
は

Q
（
西
岡
）
岡
山
県
南

部
水
道
企
業
団
を
訪

主
な
質
疑

問
し
た
際
に
、
玉
野
市
へ
の

水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
の
話
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
い

つ
か
ら
な
の
か
。

A
（
町
長
）
実
際
の
改

定
時
期
に
つ
い
て
は

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
検
討
し

て
い
る
段
階
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
玉
野
市
の
料
金
改
定

が
決
定
し
、
そ
の
値
上
げ
幅

や
改
定
時
期
を
見
た
上
で
当

町
で
も
検
討
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

な
っ
て
い
る
が
、
当
町
の
対

応
は
。

A
（
町
長
）当
町
に
も
、

安
倍
元
総
理
の
事
件

後
に
取
り
消
し
の
依
頼
が

あ
っ
た
。

直
島
の
火
ま
つ
り

Q
（
中
根
）
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
た
火
ま

つ
り
の
来
場
者
数
は
。

A
（
町
長
）
推
定
だ
が

１
２
０
０
人
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
た
。

日
本
財
団
「
子
ど
も
第
三
の

�

居
場
所
」
事
業

Q
（
山
上
）
現
在
「
子

ど
も
の
第
三
の
居
場

所
」
事
業
（
現
在
、
教
育
委

員
会
で
実
施
し
て
い
る
学
童

保
育
を
行
な
う
フ
レ
ン
ド

ル
ー
ム
の
後
継
事
業
）
が

キ
ッ
ズ
ポ
ー
ト
に
よ
り
進
め

ら
れ
て
い
る
。
昨
年
の
申
請

段
階
で
自
治
体
協
力
届
も
必

要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
い
つ
町
に
相
談
が
あ
っ

た
か
な
ど
、
現
状
の
進
捗
等

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

A
（
町
長
）
あ
く
ま
で

も
民
間
団
体
で
あ
る

キ
ッ
ズ
ポ
ー
ト
が
、
自
ら
日

本
財
団
の
補
助
制
度
を
活
用

し
て
行
な
う
事
業
で
あ
り
、

町
と
し
て
は
土
地
を
無
償
で

お
貸
し
す
る
と
い
う
と
こ
ろ

で
止
ま
っ
て
い
る
。

（
山
上
）
こ
の
事
業
は
、
３

年
間
の
日
本
財
団
か
ら
の
補

助
終
了
後
、
自
治
体
の
協
力

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
の
で
、
事
前
に
議
会

に
説
明
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
う
。

Q
（
宮
原
）
町
の
土
地

を
無
償
で
貸
す
と
い

う
こ
と
は
大
変
重
大
な
こ
と

で
あ
り
、
契
約
を
締
結
す
る

際
に
は
期
限
、
目
的
を
明
確

に
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
町
の
子
育

て
支
援
を
行
な
っ
て

い
る
キ
ッ
ズ
ポ
ー
ト
に
よ
る

子
ど
も
の
居
場
所
を
つ
く
る

た
め
の
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
無
償
で
問
題
な
い
と
考

え
て
い
る
。

ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
２
０
２
２

�

イ
ン
香
川

Q
（
山
上
）
香
川
県
・

高
松
市
は
旧
統
一
教

会
関
連
の
事
業
と
い
う
こ
と

で
後
援
の
取
り
消
し
を
行

上がるのか水道料金
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教育長報告

津山教育長

３つの要望
をした

キッズポートLaboに
要望は？

◦６月５日　文化協会芸能大会が総合福祉セン
ターで開催されました。
◦６月９日　中学３年生18人、引率教員５人が北
九州、長崎方面２泊３日の修学旅行に出発しま
した。
◦６月18日　地域総合調査研究事業成果報告会・
積浦遺跡現地説明会が、人材育成センター及び
発掘調査現場で開催されました。
◦６月22日　ＪＡ共済地域貢献活動として、主に
５歳児を対象に大岸夏子氏の指導による芸術士
活動が幼児学園で行なわれました。
◦６月22日　生徒１人１台タブレットに追加した
スカイメニュークラウド応用版の操作説明会が
中学校で開催されました。
◦７月４日　中学校校内公開研究会が開催されま
した。
◦８月22日　ＡＬＴのクリストファー・ダンク
リー氏が辞任の意思が固く９月末での辞任を認
めました。
◦８月23日　キッズポートの理事２人に来庁いた
だき、教育委員会から令和５年３月開所予定の
キッズポートＬａｂｏについての要望事項を伝
えました。

（主なもの）
積
浦
で
遺
跡
発
掘
調
査

Q
（
山
下
）
遺
跡
調
査

を
実
施
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、何
か
出
て
き
た
か
。

A
（
教
育
長
）
若
干
の

遺
物
が
出
た
。

主
な
質
疑

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は

Q
（
中
根
）
徳
島
文
理

大
学
と
神
戸
大
学
が

小
・
中
学
校
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、

ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

A
（
教
育
長
）
子
ど
も

の
食
生
活
に
対
す
る

取
り
組
み
と
、
認
知
機
能
の

発
達
に
関
連
し
た
調
査
だ
。

スカイメニュー説明会

芸
術
士
と
は

Q
（
浜
口
）
芸
術
士
、

あ
ま
り
聞
き
な
れ
な

い
言
葉
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

活
動
な
の
か
。

A
（
教
育
長
）
ア
ー
ト

の
専
門
性
を
活
か
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
創
造
力

を
最
大
限
に
引
き
出
す
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
人
だ
。
具
体

的
に
は
、
画
家
・
彫
刻
家
、

ダ
ン
サ
ー
な
ど
が
活
動
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

ど
ん
な
機
能
な
の
か

Q
（
西
岡
）
生
徒
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
追
加
し

た
ス
カ
イ
メ
ニ
ュ
ー
ク
ラ
ウ

ド
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

A
（
教
育
長
）
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
話

し
合
い
の
道
具
や
発
表
す
る

ツ
ー
ル
に
し
た
り
、
先
生
か

ら
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
デ
ー

タ
を
配
布
す
る
機
能
が
使
え

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
入

れ
る
こ
と
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
学
習
指
導
が
で
き
る
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
後
任
は

Q
（
小
野
）
次
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
は
決
ま
っ
て
い
る

の
か
。

A
（
教
育
長
）
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
不
在
期
間
が
な
い

よ
う
に
努
め
て
い
る
が
、
現

時
点
で
は
確
定
し
て
い
な
い
。

要
望
し
た
内
容
は

Q
（
宮
原
）キ
ッ
ズ
ポ
ー

ト
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
と
は
。

ま
た
教
育
委
員
会
か
ら
要
望

し
た
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
現
在
の

ふ
れ
ん
ど
ル
ー
ム
の

役
割
と
ほ
ぼ
同
じ
施
設
と
聞

い
た
。
そ
れ
と
同
等
か
、
そ

れ
以
上
の
施
設
に
な
る
の
で

あ
れ
ば
、
来
年
度
は
ふ
れ
ん

ど
ル
ー
ム
の
募
集
を
せ
ず
、

移
行
し
て
良
い
と
考
え
て
い

る
。

　

要
望
し
た
内
容
は

◦�

遅
く
と
も
４
月
か
ら
通
常

の
事
業
が
開
始
で
き
る
こ

と
◦�

日
本
財
団
の
助
成
が
終
了

し
た
の
ち
、
事
業
を
廃
止

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

◦�

事
業
に
つ
い
て
子
ど
も
や

保
護
者
か
ら
不
満
が
出
な

い
よ
う
に

　

こ
の
３
つ
を
お
願
い
し
た
。

遺跡調査のようす
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一 般 質 問

町長に問う
質問者の責任において作成しています

西岡�議員

〔
町
長
〕
今
後
、
考
え
て
ま
い
り
た
い

浜
辺
等
の
環
境
維
持
を

　

島
外
か
ら
直
島
に
来
て
、

キ
ャ
ン
プ
を
さ
れ
て
い
る
人

が
い
る
。
し
か
し
当
町
は
基

本
浜
辺
で
キ
ャ
ン
プ
・
花
火
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
内
ヶ

浜
等
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
お

り
、『
食
べ
た
物
や
花
火
等

の
ゴ
ミ
を
放
置
し
て
い
る
人

が
増
え
て
い
る
』
と
の
町
民

の
声
も
あ
る
。

　

自
然
が
美
し
い
当
町
に
お

い
て
許
さ
れ
な
い
行
為
だ
。

全
国
的
に
も
ゴ
ミ
等
を
持
ち

帰
ら
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
。

　

町
民
か
ら
の
苦
情
も
耳
に

す
る
の
で
、
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
と
考
え
る
。
注
意
喚

起
の
看
板
を
設
置
し
た
り
、

他
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い

る
対
策
等
を
参
考
に
し
て
は

ど
う
か
。

A
（
町
長
）
最
近
、
全

国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
か
ら
か
ア
ウ
ト
ド
ア

を
楽
し
む
方
が
増
加
し
て
い

る
。
当
町
で
も
浜
辺
で
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
た
め
に
町

外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
て

い
る
。海
岸
の
利
用
は
法
に
よ

り
、団
体
や
個
人
が
広
く
占
用

だ
く
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
を
放
置
す
る

行
為
は
、
周
り
の
人
の
迷
惑

と
な
り
、
衛
生
面
の
み
な
ら

ず
、
海
岸
本
来
の
役
割
を
果

た
す
上
で
支
障
を
き
た
す
も

の
だ
。
今
後
、
景
観
に
配
慮

し
た
注
意
喚
起
の
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

浜辺の清掃のようす

監

査

報

告

〔
主
な
指
摘
事
項
〕

《
一
般
会
計
》

　

先
行
き
が
不
透
明
な
難
し
い
財
政
運
営
だ
が
、
創
意
と
工

夫
を
凝
ら
し
た
行
財
政
運
営
を
望
む
。

《
特
別
会
計
》

（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　

保
険
税
徴
収
率
の
向
上
及
び
保
険
給
付
費
の
減
少
に
努

め
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
べ
く
健
全
運
営
に
一
層
の
努

力
を
望
む
。

（
診
療
所
事
業
）

　

毎
年
、
一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
入
金
で
運
営
し
て
い
る

の
で
、
常
に
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
親
し
み
の
も
て
る
診
療

所
と
し
て
経
営
努
力
し
、
一
層
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る

よ
う
望
む
。

（
下
水
道
事
業
）

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
歳
入
に
お
い
て
大
き
な
比
重

を
占
め
て
い
る
た
め
、
供
用
開
始
区
域
の
水
洗
化
率
の
向
上

を
図
り
、
使
用
料
の
滞
納
額
の
完
納
と
健
全
な
財
政
運
営
を

望
む
。

（
宅
地
造
成
事
業
）

　

持
続
的
に
発
展
し
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
長
期
的
定
住
施
策
と
し
て
、
平
成
30
年
か
ら
事
業
を
開

始
し
て
い
る
。

　

本
年
度
で
第
一
期
造
成
分
12
区
画
が
完
売
し
た
が
、
事
業

の
継
続
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
、
所
期
の
目
的
が
推
進
さ

れ
る
よ
う
望
む
。

《
簡
易
水
道
事
業
》

　

本
年
度
は
、
老
朽
化
し
た
役
場
前
か
ら
直
島
港
間
の
配
水

管
を
更
新
し
、
ま
た
有
事
の
際
に
備
え
る
た
め
、
低
区
配
水

池
の
送
水
管
の
切
替
工
事
も
実
施
さ
れ
た
。
今
後
も
、
計
画

的
に
老
朽
管
の
布
設
替
え
等
を
実
施
し
て
い
く
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　

経
営
に
関
し
て
は
、
住
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
水
の
安

定
供
給
、
料
金
の
適
正
化
、
収
入
の
確
保
等
を
見
直
す
こ
と

で
、
一
層
の
経
営
健
全
化
を
望
む
。

〝
限
ら
れ
た
財
源
で

　
　
　 

　
　
最
大
の
効
果
を
〟

�

監
査
委
員　

大
林　
　

清　

�

　

〃 　
　

小
野　

孝
一　

し
た
り
、
建
物
を
建

て
た
り
等
一
定
の
行

為
以
外
は
、
誰
も
が

自
由
に
利
用
で
き
る

原
則
と
な
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
に
は
自
然

環
境
を
守
り
な
が

ら
、
皆
さ
ん
が
安
全

で
快
適
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
か
ら

キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
等
に
つ
い

て
、
お
願
い
レ
ベ
ル

だ
が
、
町
や
観
光
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
、
ご
遠
慮
い
た
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山上�委員長

移動販売事業
� 継続支援金創設

総 

務
・
文 

教中根�委員長

どうなる
�今後の農業委員会

経 

済
・
民 

生

〔
総
務
課
〕

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

当
日
有
権
者
数

　
　

�

２
６
１
２
人

投
票
者
数

　

選
挙
区�

１
５
５
１
人

　

比
例
区�

１
５
５
２
人

投
票
率�

59
・
５
％

内
期
日
前
投
票
者
数

　
�

　

６
７
８
人

内
18
歳
・
19
歳
投
票
者
数

�

29
人
中
12
人

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

空
き
家
・
空
き
地
相
談
会

６
月
20
日　

直
島
ホ
ー
ル

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
看
護
師
２
人
の
面
接

○�

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
申
込

者
１
４
３
人

○�

水
痘
ワ
ク
チ
ン
申
込
者
10

人
〔
住
民
福
祉
課
〕

　

補
正
予
算

○�

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計

　

・�

人
件
費
調
整
交
付
金
シ

ス
テ
ム
利
用
料
金
追
加

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

・�

支
払
基
金
交
付
金
返
還

金
追
加

Q
（
宮
原
）
人
権
問
題

意
識
調
査
だ
が
、
町

７
月
27
日　

西
部
公
民
館

相
談
件
数　

３
件

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

�

２
０
２
２
夏
会
期

・�

８
月
６
日　

オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト

　

宮
浦
港
で
お
出
迎
え
と

グ
ッ
ズ
の
配
布
を
実
施

・
直
島
ホ
ー
ル
一
般
公
開

　

９
日
間
で
１
８
６
１
人
来

場・�

お
盆
の
バ
ス
の
利
用
者（
８

月
５
日
～
14
日
）
９
１
８

７
人

　

前
回　

２
１
０
０
０
人

移
動
販
売
事
業
継
続
支
援
金

　

商
店
の
減
少
や
住
民
の
高

齢
化
に
よ
り
、
日
常
の
買
い

物
困
難
者
へ
対
応
す
る
た

め
、
町
内
で
食
料
品
等
の
移

動
販
売
を
行
な
う
事
業
者
へ

の
支
援
金
制
度
の
創
設
（
現

状
の
支
援
金
事
業
対
象
事
業

者
は
、
生
協
の
み
）

Q
　

い
つ
か
ら
支
援
を

す
る
の
か
。

A
　

補
正
予
算
が
可
決

す
れ
ば
、
10
月
か
ら

施
行
と
な
る
。

〔
教
育
委
員
会
〕

二
十
歳
の
つ
ど
い

　

民
法
の
改
正
に
よ
り
成
人

年
齢
が
18
歳
に
変
更
に
な
っ

た
。

　

当
町
の
成
人
式
対
象
者

は
、
従
来
通
り
20
歳
と
す
る

が
、
名
称
に
つ
い
て
は
変
更

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

民
に
公
表
は
。

A
（
課
長
）
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
常
時
見
ら
れ
る
。

Q
（
中
根
）
意
識
調
査

の
対
象
者
は
。

A
（
課
長
）
20
歳
以
上

の
町
民
か
ら
、
無
作

為
に
５
０
０
人
選
出
し
て
い

る
。

〔
健
康
推
進
室
〕

○�

補
正
予
算　

コ
ロ
ナ
感
染

者
で
自
宅
療
養
に
な
っ
て

い
る
方
へ
の
食
料
等
支
援

と
し
て
配
布
用
品
を
計
上

Q
（
井
下
）
コ
ロ
ナ
感

染
者
へ
の
食
料
支
援

の
現
状
は
。

A
（
室
長
）
保
健
所
が

本
人
に
了
解
を
得
た

上
で
、
７
日
分
相
当
の
食
料

を
届
け
る
の
だ
が
、
発
注
し

て
か
ら
２
～
３
日
か
か
っ
て

い
る
。
町
で
は
生
協
な
ど
に

依
頼
し
、
希
望
者
全
員
に
迅

速
に
渡
す
よ
う
に
し
た
い
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○�
つ
り
公
園
利
用
者
数
、
88

日
間
で
１
０
０
９
人
。

○�
農
業
委
員
会
の
廃
止
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

Q
（
山
上
）
農
業
委
員

会
が
廃
止
に
な
れ
ば

ど
う
な
る
の
か
。

A
（
課
長
）
廃
止
は
ま

だ
決
定
で
は
な
い

が
、
現
在
の
委
員
は
高
齢
で

後
継
者
も
い
な
い
。（
設
置

義
務
の
あ
る
農
地
面
積
は
２

０
０
ha
、
当
町
は
52　
ha
で
設

置
義
務
は
な
い
）

〔
環
境
水
道
課
〕

○
事
業
報
告

　

７
月
９
日　

ご
み
０
ク
リ
ー

ン
デ
ー
町
内
一
斉
清
掃
を
実

施
、
５
５
０
人
参
加

　

８
月
９
日　

玉
野
市
水
道

課
及
び
岡
山
県
南
部
水
道
企

業
団
へ
夏
季
挨
拶
、
そ
の
時

に
水
道
料
金
改
定
の
話
を
受

け
た
。

瀬戸芸　宮浦港でお出迎え

みんなでやったごみ０クリーンデー

Q
（
山
上
）
水
道
代
が

上
が
っ
た
ら
、
下
水

道
代
も
上
が
る
の
か
。

A
（
課
長
）
上
水
道
代

は
受
水
額
が
上
が
れ

ば
連
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
下
水
道
代
は
わ
か

ら
な
い
。

　

来
年
の
対
象
者
へ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
と
も

に
教
育
委
員
会
で
の
意
見
聴

取
を
行
な
う
な
ど
し
た
結
果

「
直
島
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

に
決
定
と
な
っ
た
。

開
催
予
定
日

　

令
和
５
年
１
月
７
日（
土
）

第
27
回
直
島
町
民
体
育
祭

　

５
月
28
日　

令
和
４
年
度

幼
小
中
合
同
運
動
会
に
あ
わ

せ
て
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
。

（
実
施
種
目・参
加
チ
ー
ム
数
）

職
域
対
抗
リ
レ
ー�

８
チ
ー
ム

地
区
対
抗
玉
入
れ�

５
チ
ー
ム
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一

般

会

計

　

本
補
正
予
算
は
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
手
数
料

や
生
協
の
移
動
販
売
事
業
継

続
支
援
金
な
ど
の
追
加
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
０
０
１
万
円
を
追
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
32
億
７
６
５

３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
繰
越
金

�

１
０
０
１
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
国
保
会
計
繰
出
金

�

１
２
６
万
円
追
加

◦�

保
健
衛
生
費
検
診
等
手
数

料�

４
８
０
万
円
追
加

◦�

直
島
生
協
移
動
販
売
事
業

継
続
支
援
金

�

１
８
０
万
円
追
加

（
主
な
質
疑
）

Q
（
濵
口
）
保
健
衛
生

費
の
療
養
セ
ッ
ト
の

内
容
は
。

A
（
健
康
推
進
室
長
）

レ
ト
ル
ト
の
お
か

ゆ
、
ゼ
リ
ー
や
飲
料
水
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
、
除
菌
シ
ー

特

別

会

計

　

診
療
所
事
業

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦�

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
薬
剤

費�

６
８
０
万
円
追
加

　

簡
易
水
道
事
業

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦�

玉
野
側
海
底
送
水
管
の
鋳

鉄
防
護
管
及
び
汚
濁
防
止

膜
設
置
な
ど

�

６
１
５
０
万
円
追
加

ト
な
ど
の
衛
生
用
品
だ
。

Q
（
山
上
）
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
は
現
状
ど

の
く
ら
い
の
接
種
状
況
か
。

A
（
健
康
推
進
室
長
）

水
痘
ワ
ク
チ
ン
11

人
、
帯
状
疱
疹
１
８
１
人
の

接
種
だ
。

Q
（
小
野
）
生
協
の
経

営
が
良
好
に
な
れ
ば

移
動
販
売
継
続
支
援
は
ど
う

な
る
か
。

A
（
デ
ジ
タ
ル
推
進
室

長
）
生

協
本
体
の
経
営

状
況
が
よ
く
な

い
の
で
、
移
動

販
売
廃
止
の
話

が
出
て
き
て
い

る
。
全
体
の
経

営
が
改
善
さ
れ

な
い
限
り
、
当

分
の
間
継
続
す

る
こ
と
に
な
る
。

令
和
４
年
度　

補
正
予
算

移動販売のようす

条
例
改
正

職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
提
案
理
由
）

　

公
務
員
の
定
年
引
き
上
げ

に
伴
い
、
退
職
者
数
を
複
数

年
で
平
準
化
し
た
場
合
、
一

時
的
に
定
数
を
超
え
る
期
間

が
生
じ
る
た
め
、
移
行
期
間

に
計
画
的
な
採
用
を
す
る
よ

う
国
か
ら
の
指
導
も
あ
り
、

配
置
定
数
を
見
直
す
必
要
が

生
じ
た
た
め
。

（
改
正
内
容
）

　

町
長
の
事
務
部
局
の
職
員

�

60
人
→
67
人

Q
（
山
上
）
国
の
求
め

て
い
る
定
員
管
理
計

画
を
策
定
し
た
上
で
町
民
・

議
会
に
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

A
（
総
務
課
長
）
令
和

８
年
度
か
ら
令
和
19

年
度
に
か
け
て
65
歳
定
年
者

が
24
人
予
定
し
て
い
る
。
そ

の
間
の
採
用
に
お
い
て
一
時

的
に
定
数
を
超
え
る
た
め
。

Q
（
山
上
）
公
務
員
の

定
年
延
長
及
び
再
任

用
制
度
の
運
用
と
あ
わ
せ

て
、
制
度
完
成
の
10
年
間
は

難
し
い
人
事
管
理
と
な
る
の

は
理
解
で
き
る
が
、
適
正
な

人
員
体
制
を
検
証
す
る
た
め

に
も
定
員
管
理
計
画
を
策
定

し
た
う
え
で
議
論
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

A
（
総
務
課
長
）
定
員

管
理
計
画
に
つ
い
て

は
今
後
十
分
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
常

任
委
員
会
に
付
託

　

９
月
６
日
開
催
の
定
例
会

に
お
い
て
、
濵
口
議
員
か
ら

「
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
総
務
文
教
常

任
委
員
会
に
付
託
す
る
」こ
と

動　

議

に
つ
い
て
の
動
議
が
提
出
さ

れ
、全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

（
趣
旨
）

　

直
島
町
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
提

案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
質

疑
を
行
な
っ
た
が
、
十
分
に

納
得
の
い
く
説
明
が
得
ら
れ

て
い
な
い
。

　

職
員
の
定
数
管
理
に
つ
い

て
は
、
町
政
を
行
な
う
上
で

非
常
に
重
要
な
事
項
で
あ

り
、
議
員
と
し
て
こ
の
場
で

表
決
す
る
に
は
審
議
不
十
分

と
考
え
、
本
議
案
を
総
務
文

教
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

職
員
の
定
数
管
理
計
画
や
国

か
ら
の
指
導
文
書
な
ど
の
資

料
の
提
出
を
求
め
、
常
任
委

員
会
に
お
い
て
十
分
に
審
議

し
、
そ
の
経
過
及
び
結
果
の

報
告
を
受
け
た
上
で
表
決
し

た
い
と
考
え
る
。

※　

地
方
自
治
法
第
１
１
９

条
で
「
会
期
中
に
議
決
に
至

ら
な
か
っ
た
事
件
は
、
後
会

に
継
続
し
な
い
」
と
な
っ
て

い
る
。
会
期
中
に
議
決
に
至

ら
な
か
っ
た
議
案
を
継
続
審

査
と
す
る
場
合
、
そ
の
議
決

が
必
要
だ
が
当
条
例
は
そ
の

議
決
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
廃
案
と
な
っ
た
。

十
分
に
納
得
の
い
く
説
明
を
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人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
佐
々
木
広
武
氏
の
推
薦
に
全

員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
日
か
ら
３
年
間

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
三
宅

礼
子
氏
の
選
任
に
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
４
年
10
月
４
日
か
ら
３
年
間

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

佐々木広武�氏三宅　礼子�氏

委
員
さ
ん
よ
ろ
し
く

人　

事

工
事
請
負
契
約

　

８
月
16
日
に
臨
時
議
会
を

開
催
し
、
契
約
議
案
１
件
を

可
決
し
ま
し
た
。

契
約
の
目
的

　

�

令
和
４
年
度
横
防
家
族
用

住
宅
整
備
工
事
（
２
戸
）

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額　

５
５
０
０
万
円

契
約
の
相
手
方

　
�

有
限
会
社
建
築
工
房
お
お

や
ま

　

令
和
４
年
８
月
末
に
防
護
柵
が

完
成
し
安
全
な
公
園
と
な
っ
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、議
員
が
以
前
に
一
般
質
問
や
委
員
会
な
ど
で
質
問
し
た
問
題
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
追
跡
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

完成した転落防止柵

危
険
箇
所
に
防
護
柵
の
設
置
を

　
全
国
各
地
で
用
水
路
や
側
溝
等
へ
の
転
落
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
り
、
町
民
や
観
光
客
が
転
落
し

た
事
例
が
多
く
、
転
落
防
止
策
の
必
要
性
が
あ
る
。

　

横
防
公
園
と
浜
辺
に
大
人
の
背
丈
ほ
ど
の
大
き
な
段
差
が
あ
り
、
子
ど
も
が
転

落
し
大
ケ
ガ
を
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

　
町
民
の
安
全
安
心
を
考
え
、
早
急
な
対
応
策
を
実
施
す
る
べ
き
だ
。

�

（
令
和
３
年
９
月
定
例
議
会　
西
岡
議
員
）

　
指
摘
の
と
お
り
危
険
箇
所
は
い
く
つ
か
あ
り
、
安
全
対
策
は
必
要
だ
。
し
か
し
、

財
政
面
も
あ
り
優
先
順
位
を
決
め
、
よ
り
効
果
的
に
対
策
を
行
な
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
横
防
公
園
も
転
落
の
危
険
性
が
あ
り
、
柵
の
設
置
を
検
討
す
る
。�

（
小
林
町
長
）

答
　
弁

結
　
果

横防家族用住宅の建築が始まる

臨
時
議
会
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９
月
定
例
会
が
終
了
し

た
。
令
和
３
年
度
決
算
等

慎
重
に
審
議
、
可
決
認
定

さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
町
職
員
定
数

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
「
定
数
管
理
計
画
を

策
定
す
べ
き
」
等
の
質

問
・
意
見
が
あ
り
、
十
分

に
納
得
い
く
説
明
が
得
ら

れ
ず
、
常
任
委
員
会
に
付

託
す
る
こ
と
を
全
員
賛
成

で
決
定
し
た
。

　

何
で
も
賛
成
・
反
対
で

は
な
く
、
議
会
の
使
命
で

あ
る
「
最
終
的
な
政
策
の

決
定
す
な
わ
ち
、
地
方
公

共
団
体
の
意
思
決
定
を
行

な
う
」と
い
う
立
場
か
ら
、

し
か
る
べ
き
判
断
で
あ
っ

た
。

　

た
だ
、
議
会
の
不
手
際

で
閉
会
中
の
継
続
審
査
に

せ
ず
廃
案
に
な
っ
た
こ
と

は
、
猛
省
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

�

（
井
下　

記
）

編
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今
回
登
場
い
た
だ
く
の

は
ｋ
・
ｊ
ｄ
ｔ
の
皆
さ
ん

で
す
。
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

で
い
つ
も
大
活
躍
の
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
で
す
。
こ
ん
に

ち
は
、
今
日
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

Q　

設
立
何
年
目
で
、
現

在
の
会
員
数
は
何
人
で
す
か
。

金��
こ
ん
に
ち
は
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
初
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
99
年
頃

だ
っ
た
の
で
23
年
に
な
り
ま

す
。
会
員
数
は
中
学
生
以
上

５
人
と
小
学
生
低
学
年
以
下

の
10
数
人
で
楽
し
く
や
っ
て

い
ま
す
。

Q　

指
導
し
て
い
て
大
変
な

こ
と
は
。

金��

大
変
だ
と
思
っ
た
こ
と

は
何
も
な
い
で
す
。

Q　

ど
の
よ
う
な
時
に
達
成

感
を
感
じ
ま
す
か
。

金��

子
ど
も
た
ち
の
成
長
や

上
達
が
見
え
た
瞬
間
で
す
。

初
め
か
ら
ダ
ン
ス
が
で
き
る

子
ば
か
り
で
な
く
、
そ
ん
な

子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
日
突

然
「
化
け
る
」
ん
で
す
。
そ

の
瞬
間
が
見
ら
れ
た
と
き
、

本
当
に
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

Q　

好
き
な
町
内
の
イ
ベ
ン

ト
は
何
で
す
か
。

子��

運
動
会
。
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
自
分
の
ダ
ン

ス
を
見
て
も
ら
え
る
か
ら

で
す
。

子��

芸
能
大
会
で
す
。
照

明
が
当
た
っ
て
い
る
ス

テ
ー
ジ
で
踊
れ
る
の
が
と

て
も
楽
し
い
。

Q　

将
来
の
願
望
と
か
あ

り
ま
す
か
。

子��

人
に
教
え
る
く
ら
い

ダ
ン
ス
が
上
手
に
な
り
た

い
。

子��

ず
っ
と
ダ
ン
ス
を
続
け

た
い
。

Q　

子
ど
も
た
ち
に
求
め
る

も
の
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

金��

ダ
ン
ス
に
限
ら
ず
、
自

分
が
本
当
に
好
き
な
も
の
を

見
つ
け
、
関
わ
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

Q　

チ
ー
ム
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
お

願
い
し
ま
す
。

金��

レ
ッ
ス
ン
は
ス
ト
レ
ッ

チ
を
は
じ
め
、
筋
ト
レ
や
体

幹
づ
く
り
等
「
キ
ツ
イ
」
時

が
大
半
で
す
が
、
そ
れ
も
ま

た
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

Q　

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
。

金��

コ
ロ
ナ
禍
で
発
表
の
場

が
な
く
て
落
ち
込
ん
で
い
た

中
、
き
ら
め
き
音
楽
会
で
踊

ら
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
、

３
年
ぶ
り
の
芸
能
大
会
出
演

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
秋
に
は
、島
フ
ェ
ス
や
環
境

フ
ェ
ス
タ
に
向
け
練
習
を
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
、

楽
し
く
ダ
ン
ス
す
る
私
た
ち

の
姿
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

〔
金
光
先
生
の
ひ
と
り
ご
と
〕

　

島
の
子
ど
も
た
ち
に
も
ダ

ン
ス
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
、
ｋ
・
ｊ

ｄ
ｔ
を
作
り
ま
し
た
。
島
の

子
ど
も
た
ち
が
成
長
過
程
で

経
験
で
き
る
「
習
い
事
」
の

選
択
肢
を
増
や
し
て
あ
げ
た

か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音
で

す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町

内
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ど
ん
ど

ん
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

期
待
し
て
い
ま
す
。

金光　久美子�さん

華麗なダンス

このメンバーでがんばっています

あ
る
日
突
然
「
化
け
る
」
ん
で
す

かわいいダンス

ｋ・ｊｄｔ


